
 

 

NPOやましろ里山の会 週刊ニュース 987号 2023-06-29 

●2023年度京都府地域交響プロジェクト交付金申請書を提出 6月 27 日 

申請事業総額 2,990,300円 

①親子花見乗船体験  ②春の野草を食する会  ③親子植物観察会  ④魚とり 

⑤イタセパラ生息調査 ⑥親子夜の生き物調査  ⑦ホタルの夕べと里山音楽会 

⑧夏の昆虫観察会   ⑨親子講演会   ⑩秋の親子植物観察会 ⑪子どもカヌー体験 

⑫子ども竹蛇籠つくり ⑬親子七草摘み  ⑭幹部研修会   

の事業を申請しました。事業実施のスタッフとしてのご協力をお願いします。 

 

●木津川希少種植生調査管理業務の除草作業の進捗状況 

木津川希少種の維持管理は絶滅寸前種のみを維持する作業として公募され、里山の会が受注して

今日まで継続してきました。この間木津川の生育植物 917種が生育していることが判明し、その

うちレッドデータブック（京都府）に認定されたのが約 100カ所に生育する植物でした。そのう

ち絶滅寸前種であった 8種の生育地を確定して現在 13,600㎡ 35ヶ所を管理しています。八幡市

の御幸橋付近から木津川市の恭仁峡大橋間約 24㎞の両岸に点在していますので生育調査や除草作

業には移動範囲が広くて大変な行動力が求められています。今年は石川さん、大釜さん、篠原さ

んにも協力していただき、大面積の所は順調に草刈りが進み、35ヶ所の内あと小面積の所を中心

に 19ヶ所を残すのみです。さらに皆さんのご協力をお願いします。 

 

●近畿子どもの水辺 8月 20日（日） 

コロナのためと財源不足に悩んで、開催をやむなく中止せざるをえなかったところ、一昨年の奈

良の担当時にご検討いただき再開され、2023年の 2月に兵庫県が担当され三田市で開催されまし

た。今回は大阪が主催となり、これまでの室内での取り組みでは物足りないとして、実際に水辺

での活動を取り組みにするとして 2023年 8 月 20日に開催が決まりました。当初は会場地が寝屋

川公園と摂南大学を予定されていましたが、土木工事が開始されるので、会場地が変更になりま

した。大阪ふれあいの水辺（午前中の部）と PLP会館（午後の部）で、出場人数は子どもたち

100人規模となります。日頃の川辺での活動で得た学びや、観察で得た経験を多くの仲間たちに

発表し、この日の水辺での活動での成果を話し合う場として開催します。このように近畿各地か

ら集まった仲間たちに報告する事を通じて、子どもたちの成長できる場でもありますので、積極

的に発表にご参加ください。子供たちの一部交通費には主催者から補助金が用意されています。

問い合わせには、里山の会にお電話をお願いします（℡.0774－64－4183） 

 

●京都生物多様性センター設立記念シンポジウム 7月 21 日（金）歴彩館 申込制 

4月に京都府と京都市が連携して京都多様性センターが設立されましたので、その設立記念とし

てシンポジウムが開催されることになりました。基調講演に山際壽一先生事例発表に湯本貴和先

生や川崎誠記さんらが予定されています。やましろ里山の会は秋の講演会（第 25回里山講演会）

を予定しています。湯本貴和先生には 9月 2 日の里山講演会の講師としてお願いする事になって

います。また川崎誠記様には「イタセンパラを木津川で復元目指す」取り組みについて京都水族

館から放流頂く為の窓口になっていただく等のお世話を御願いする大切な方なので、大いに顔つ

なぎのためにも出席をしておくべきだと思います。 

 

 



 

 

●竹のフォーラム 7月 7日（金）午後 13：00から 

先日に来所された近畿エコネットさんから紹介をいただきました「竹のシンポジウム」が 7月 7

日（金）午後 13：00から大阪市靭公園の大阪科学技術センターで開催されます 『第 1 回 BIG

竹の活用術セミナー』 おなじみの小林慧人君も実践報告をする予定です。 

 

●里山農園付近に大切な植物が数多く生育してい

ると光田先生から報告がありました。自然豊かで

あることを感じられます。ご興味のある方は里山

の会まで。ご案内致します。 

 

●ジャガイモ堀りと植樹会 7月 1日（土）実施 

地域のジャガイモ農家の皆さんの所では今年の収

穫は思ったほど実りなっていないのが実情のよう

です。掘り出したジャガイモはその場でお持ち帰

りをしていただけると思いますので 掘り起こし

の芋で肉ジャガや煮っころがしで夕食を楽しんで

いただきたいです。例年植樹をしておりますが、

ジャガイモ堀りの後、ドングリの苗を植えますの

でご協力下さい。 

 

●7月 8日（土）9:30～12:00 里山農園付近で昆虫

観察会を開きます。 

日本の蝶で国蝶に指定されているのがオオムラサ

キです。この頃里山農園付近のエノキやコナラの

樹液を出している所に昆虫が集まってきます。こ

うした樹液を出してくれていたものが台風などの

影響で倒木してしまって環境が変化をしてしまっ

て大変厳しくなってきております。それで里山の

会の昆虫部会ではバナナやパイナップル、カルピ

スに焼酎等を用いてトラップを取り付けていたと

ころ、カナブンやクワガタムシが多く集まってい

ます。クワガタの発生の後に、カブトムシが見ら

れるようです。今年はどんな昆虫が来てくれるの

か楽しみです。出来たら山の環境が変わり、厳し

いものとなってきているので、ドングリの植樹を

してくれると有難いです。 

  

 

 

 

 

 


